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天然色工房ｔｅｚｏｍｅｙａ 主宰

1991 東京大学医学部保健学科卒業
     株式会社ワコール入社
     スポーツアンダーウェアなどの
     企画業務に携わる
2000 株式会社ワコール退社
     株式会社益久染織研究所に勤務
2002 独立し天然色工房tezomeyaを開業2002 独立し天然色工房tezomeyaを開業

天然染料のみで染めたアパレルブランド
ｔｅｚｏｍｅｙａ を立ち上げ、好評を得る。
染色手法は古文献の調査研究と科学的
アプローチによる両面から確立。天然染料
に関する手法研究そして実践から得た技術
と知識を国内外でのワークショップや講演で
公開し天然染料の普及に努めている。公開し天然染料の普及に努めている。

青木　正明（あおき　まさあき）

なんで草木で染まるの？
がわかる本
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■第１章 「ちょっと化学な天然染料の入り口」
・草木はなんでも染まる? 植物が染料になる理由
・シルクとコットンでは染まり方が全く違う!
・天然染料と金属のカンケイ　・・・ほか

■第２章 「歴史と文化からみる天然染料」
・シーザーもクレオパトラも愛した貝紫
・江戸時代にはすでに謎だった古代の染め
・化学者とファーブルと茜と藍の物語　・・・ほか

■第３章 「色ごとにみる天然染料」
・赤色 根っこが赤い茜
・青色 酸化と還元で染まる藍
・黄色 ふたつの刈安
・緑色 緑染めには使えない植物の緑　・・・ほか

■第４章 「薬、医学、環境問題と天然染料」
・今も医療現場で利用される紫草
・ヒトの体内にもある藍の元
・天然染料と持続可能な社会について　・・・ほか


